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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】育児支援を目的として、乳幼児の状態を知るこ
とができるプログラムを提供する。
【解決手段】乳幼児に装着されたセンサーユニットと通
信可能なコンピューターに、センサーユニットから出力
された信号を処理して、乳幼児の体温、心拍数、及び乳
幼児のおむつ交換の頻度を評価する３種のうちの、少な
くとも二つの処理と、コンピューターの画面に、乳幼児
の健康状態の良さの程度を示す主インジケーターを備え
た主アイコンを表示させる処理と、主アイコンがタップ
操作された場合に、少なくとも二つの処理に基づいて、
乳幼児の体温を示す第１インジケーターを備えた第１ア
イコン等のうちの二つのアイコンを表示させる処理と、
を実行させるプログラムであって、主アイコンを表示さ
せる処理において、主インジケーターによって示される
程度は、少なくとも二つのアイコンに備えられた各イン
ジケーターによって示される程度に基づいて決定された
程度である。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　乳幼児に装着されたセンサーユニットと通信可能なコンピューターに、
　前記センサーユニットから出力された信号を処理して、前記乳幼児の体温を評価する第
１処理、前記センサーユニットから出力された信号を処理して、前記乳幼児の心拍数を評
価する第２処理、及び前記センサーユニットから出力された信号を処理して、前記乳幼児
のおむつ交換の頻度を評価する第３処理のうちの、少なくとも二つの処理と、
　前記コンピューターの画面に、前記乳幼児の健康状態の良さの程度を示す主インジケー
ターを備えた主アイコンを表示させる処理と、
　前記主アイコンがタップ操作された場合に、前記少なくとも二つの処理に基づいて、前
記コンピューターの画面に、前記乳幼児の体温を示す第１インジケーターを備えた第１ア
イコン、前記乳幼児の心拍数を示す第２インジケーターを備えた第２アイコン、及び前記
乳幼児のおむつ交換の頻度を示す第３インジケーターを備えた第３アイコンのうちの、前
記少なくとも二つの処理に対応する少なくとも二つのアイコンを表示させる処理と、
　を実行させるプログラムであって、
　前記主アイコンを表示させる処理において、前記主インジケーターによって示される程
度は、前記少なくとも二つのアイコンに備えられた各インジケーターによって示される程
度に基づいて決定された程度であることを特徴とするプログラム。
【請求項２】
　請求項１に記載のプログラムであって、
　前記少なくとも二つの処理は、前記第１処理、前記第２処理、及び前記第３処理であり
、
　前記少なくとも二つのアイコンは、前記第１アイコン、前記第２アイコン、及び前記第
３アイコンであり、
　前記主アイコンを表示させる処理において、前記主インジケーターによって示される程
度は、前記第１インジケーターによって示される程度、前記第２インジケーターによって
示される程度、及び前記第３インジケーターによって示される程度に基づいて決定された
程度であることを特徴とするプログラム。
【請求項３】
　請求項２に記載のプログラムであって、
　前記コンピューターの画面に、
　前記乳幼児の健康状態の良さの程度を示す前記主インジケーターを備えた前記主アイコ
ンとともに、
　前記乳幼児の気分状態の良さの程度を示すインジケーターを備えたアイコンと、
　前記乳幼児の安全状態の良さの程度を示すインジケーターを備えたアイコンとを表示さ
せる処理を前記コンピューターに実行させることを特徴とするプログラム。
【請求項４】
　請求項２又は３に記載のプログラムであって、
　前記第３処理は、前記第３アイコンのタップ操作の回数を、前記乳幼児のおむつ交換を
行った回数として評価する処理であることを特徴とするプログラム。
【請求項５】
　請求項２から４のいずれか１項に記載のプログラムであって、
　前記乳幼児のおむつ交換が所定時間行われなかったと判定した場合に、前記第３処理に
基づいて表示した前記第３インジケーターの値を変化させる処理を、
　前記コンピューターに実行させることを特徴とするプログラム。
【請求項６】
　請求項２から５のいずれか１項に記載のプログラムであって、
　前記乳幼児のおむつ交換が所定時間行われなかったと判定した場合であって、前記セン
サーユニットから出力された信号を処理して、前記乳幼児が泣いている状態であると判定
した場合は、前記乳幼児の安全状態の良さを示すインジケーターを備えたアイコンを用い
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て警告表示させる処理を、
　前記コンピューターに実行させることを特徴とするプログラム。
【請求項７】
　請求項２から６のいずれか１項に記載のプログラムであって、
　前記コンピューターに、前記センサーユニットから出力された信号を処理して、前記乳
幼児の笑っている状態の声を前記コンピューターに保存させる処理と、前記コンピュータ
ーの画面に前記主アイコンを表示させる前に、ログイン画面を表示させる処理を実行させ
、
　前記ログイン画面には、ログインのために必要な情報を入力する入力部と、所定の図柄
が表されたアイコンが表示され、
　前記ログイン画面の前記入力部に前記情報が入力され、前記図柄が表されたアイコンが
タップ操作されると、
　前記コンピューターに、前記主アイコンを表示させて、前記乳幼児の笑っている状態の
声を再生させる処理を実行させることを特徴とするプログラム。
【請求項８】
　請求項７に記載のプログラムであって、
　前記図柄は、前記乳幼児が使用する吸収性物品に関連付けられたキャラクターを表した
ものであり、
　前記コンピューターに、前記ログイン画面において、前記キャラクターを表したアイコ
ン、前記入力部、及び前記乳幼児の写真を表示させる処理を実行させることを特徴とする
プログラム。
【請求項９】
　請求項２から８のいずれか１項に記載のプログラムであって、
　前記コンピューターの画面のうち、前記主アイコンを表示させる画面、又は前記第１ア
イコンと前記第２アイコンと前記第３アイコンのうちの少なくとも二つのアイコンを表示
させる画面の、少なくとも１つの画面に、前記乳幼児を写した写真を表示させることを特
徴とするプログラム。
【請求項１０】
　請求項２から８のいずれか１項に記載のプログラムであって、
　前記コンピューターの画面のうち、前記主アイコンを表示させる画面、及び前記第１ア
イコンと前記第２アイコンと前記第３アイコンのうちの少なくとも二つのアイコンを表示
させる画面に、前記乳幼児を写した写真を表示させることを特徴とするプログラム。
【請求項１１】
　請求項３に記載のプログラムであって、
　前記第３処理によって評価された前記乳幼児のおむつ交換の頻度と無関係に、前記乳幼
児の気分状態の良さの程度を示すインジケーターの値を変化させる処理を
　前記コンピューターに実行させることを特徴とするプログラム。
【請求項１２】
　請求項２から１１のいずれか１項に記載のプログラムであって、
　前記コンピューターの画面に、前記主アイコン、前記第１アイコン、及び前記第２アイ
コンのいずれのアイコンも表示されていない場合であっても、
　前記第１処理において前記乳幼児の体温が所定の範囲外と評価された場合、又は、前記
第２処理において前記乳幼児の心拍数が所定の範囲外と評価された場合には、
　前記コンピューターの画面に警告表示を行う処理を、前記コンピューターに実行させる
ことを特徴とするプログラム。
【請求項１３】
　請求項７又は８に記載のプログラムであって、
　前記ログイン後に表示された画面のアイコンの数と、前記主アイコンのタップ操作後に
表示された画面のアイコンの数は同じであり、
　前記ログイン後に表示された画面のアイコンの配置と、前記主アイコンのタップ操作後



(4) JP 2016-123435 A 2016.7.11

10

20

30

40

50

に表示されたときに画面のアイコンの配置は異なることを特徴とするプログラム。
【請求項１４】
　乳幼児に装着されたセンサーユニットの検知結果を用いて、前記乳幼児の体温を評価す
る第１ステップ、前記センサーユニットの検知結果を用いて、前記乳幼児の心拍数を評価
する第２ステップ、及び前記センサーユニットの検知結果を用いて、前記乳幼児のおむつ
交換の頻度を評価する第３ステップのうちの、少なくとも二つのステップと、
　前記センサーユニットと通信可能なコンピューターの画面に、前記乳幼児の健康状態の
良さの程度を示す主インジケーターを備えた主アイコンを表示させるステップと、
　前記主アイコンがタップ操作された場合に、前記少なくとも二つのステップに基づいて
、前記コンピューターの画面に、前記乳幼児の健康状態の良さの程度を示す第１インジケ
ーターを備えた第１アイコン、前記乳幼児の心拍数を示す第２インジケーターを備えた第
２アイコン、及び前記乳幼児のおむつ交換の頻度を示す第３インジケーターを備えた第３
アイコンのうちの、前記少なくとも二つのステップに対応する少なくとも二つのアイコン
を表示させるステップと、
　を備えた育児支援方法であって、
　前記主アイコンを表示させるステップにおいて、前記主インジケーターによって示され
る程度は、前記少なくとも二つのアイコンに備えられた各インジケーターによって示され
る程度に基づいて決定された程度であることを特徴とする育児支援方法。
【請求項１５】
　乳幼児に装着されたセンサーユニットと通信可能な育児支援システムであって、
　前記センサーユニットから出力された信号を処理して、前記乳幼児の体温を評価する第
１処理部、前記センサーユニットから出力された信号を処理して、前記乳幼児の心拍数を
評価する第２処理部、及び前記センサーユニットから出力された信号を処理して、前記乳
幼児のおむつ交換の頻度を評価する第３処理部のうちの、少なくとも二つの処理部と、
　前記コンピューターの画面に、前記乳幼児の健康状態の良さの程度を示す主インジケー
ターを備えた主アイコンを表示させる処理部と、
　前記主アイコンがタップ操作された場合に、前記少なくとも二つの処理に基づいて、前
記コンピューターの画面に、前記乳幼児の体温を示す第１インジケーターを備えた第１ア
イコン、前記乳幼児の心拍数を示す第２インジケーターを備えた第２アイコン、及び前記
乳幼児のおむつ交換の頻度を示す第３インジケーターを備えた第３アイコンのうちの、前
記少なくとも二つの処理に対応する少なくとも二つのアイコンを表示させる処理部と、
　を備え、
　前記主アイコンを表示させる処理部において、前記主インジケーターによって示される
程度は、前記少なくとも二つのアイコンに備えられた各インジケーターによって示される
程度に基づいて決定された程度であることを特徴とする育児支援システム。
【請求項１６】
　乳幼児から取得される情報をコンピューターに出力するための乳幼児用センサー装置で
あって、
　乳幼児の手又は足に装着するための装着部材と、
　請求項１５に記載のセンサーユニットと、
　を有し、
　前記センサーユニットは前記装着部材に対して着脱可能であることを特徴とする乳幼児
用センサー装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、育児支援のために用いられるプログラム、育児支援方法、育児支援システム
、及び乳幼児用センサー装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　乳幼児は、言葉によるコミュニケーションが不十分であるため、育児に不慣れな者にと
っては、乳幼児の状態を知ることが難しい。体の状態をモニタリングする方法としては、
対象者の腕等に携帯型フィットネスモニタリングシステムを装着してモニターする方法が
特許文献１に記載されており、スマートフォン等の携帯端末と通信させて利用する技術開
発が近年進められている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－２６７２６７号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、このモニタリング方法は、アスリートなどの大人を対象としたものであり、乳
幼児を対象として育児に役立てることは困難である。
【０００５】
　本発明は、上記のような問題に鑑みてなされたものであって、その目的とするところは
、育児を支援することを目的として、乳幼児の状態を知ることができるプログラムを提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するための主たる発明は、
　乳幼児に装着されたセンサーユニットと通信可能なコンピューターに、前記センサーユ
ニットから出力された信号を処理して、前記乳幼児の体温を評価する第１処理、前記セン
サーユニットから出力された信号を処理して、前記乳幼児の心拍数を評価する第２処理、
及び前記センサーユニットから出力された信号を処理して、前記乳幼児のおむつ交換の頻
度を評価する第３処理のうちの、少なくとも二つの処理と、前記コンピューターの画面に
、前記乳幼児の健康状態の良さの程度を示す主インジケーターを備えた主アイコンを表示
させる処理と、前記主アイコンがタップ操作された場合に、前記少なくとも二つの処理に
基づいて、前記コンピューターの画面に、前記乳幼児の体温を示す第１インジケーターを
備えた第１アイコン、前記乳幼児の心拍数を示す第２インジケーターを備えた第２アイコ
ン、及び前記乳幼児のおむつ交換の頻度を示す第３インジケーターを備えた第３アイコン
のうちの、前記少なくとも二つの処理に対応する少なくとも二つのアイコンを表示させる
処理と、を実行させるプログラムであって、前記主アイコンを表示させる処理において、
前記主インジケーターによって示される程度は、前記少なくとも二つのアイコンに備えら
れた各インジケーターによって示される程度に基づいて決定された程度であることを特徴
とするプログラムである。
　本発明の他の特徴については、本明細書及び添付図面の記載により明らかにする。
【発明の効果】
【０００７】
　乳幼児の体温や心拍数の数値は直接的に健康状態を示す目安であり、また、乳幼児が着
用しているおむつの交換頻度が少ないと肌がかぶれてしまい、肌荒れを引き起こす原因と
なってしまう。したがって、体温、心拍数、及びおむつの交換頻度は、幼児の健康状態を
知るために、非常に重要な要因である。
　このようなプログラムによれば、乳幼児の健康状態を少なくとも二つ以上のインジケー
ターで示された値に基づいて示すため、信頼性の高い評価を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本実施形態に係る育児支援システム１を説明する図である。
【図２】乳幼児用センサー装置２の装着部材１０とセンサーユニット２０の概略斜視図で
ある。
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【図３】端末３の機能上の構成を示すブロック図である。
【図４】乳幼児の健康状態を示す流れを表すフローチャート図である。
【図５】端末３のログイン画面５００を説明する図である。
【図６】メイン画面５１０を説明する図である。
【図７】ＨＡＰＰＩＮＥＳＳ画面５２０を説明する図である。
【図８】ＨＥＡＬＴＨ画面５３０を説明する図である。
【図９】ＳＡＦＥＴＹ画面５４０を説明する図である。
【図１０】その他の実施形態にかかるＨＥＡＬＴＨ画面５３０を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本明細書及び添付図面の記載により、少なくとも以下の事項が明らかとなる。
　乳幼児に装着されたセンサーユニットと通信可能なコンピューターに、前記センサーユ
ニットから出力された信号を処理して、前記乳幼児の体温を評価する第１処理、前記セン
サーユニットから出力された信号を処理して、前記乳幼児の心拍数を評価する第２処理、
及び前記センサーユニットから出力された信号を処理して、前記乳幼児のおむつ交換の頻
度を評価する第３処理のうちの、少なくとも二つの処理と、前記コンピューターの画面に
、前記乳幼児の健康状態の良さの程度を示す主インジケーターを備えた主アイコンを表示
させる処理と、前記主アイコンがタップ操作された場合に、前記少なくとも二つの処理に
基づいて、前記コンピューターの画面に、前記乳幼児の体温を示す第１インジケーターを
備えた第１アイコン、前記乳幼児の心拍数を示す第２インジケーターを備えた第２アイコ
ン、及び前記乳幼児のおむつ交換の頻度を示す第３インジケーターを備えた第３アイコン
のうちの、前記少なくとも二つの処理に対応する少なくとも二つのアイコンを表示させる
処理と、を実行させるプログラムであって、前記主アイコンを表示させる処理において、
前記主インジケーターによって示される程度は、前記少なくとも二つのアイコンに備えら
れた各インジケーターによって示される程度に基づいて決定された程度であることを特徴
とするプログラム。
【００１０】
　乳幼児の体温や心拍数の数値は直接的に健康状態を示す目安であり、また、乳幼児が着
用しているおむつの交換頻度が少ないと肌がかぶれてしまい、肌荒れを引き起こす原因と
なってしまう。したがって、体温、心拍数、及びおむつの交換頻度は、幼児の健康状態を
知るために、非常に重要な要因である。
　このようなプログラムによれば、乳幼児の健康状態を少なくとも二つ以上のインジケー
ターで示された値に基づいて示すため、信頼性の高い評価を行うことができる。
【００１１】
　かかるプログラムであって、前記少なくとも二つの処理は、前記第１処理、前記第２処
理、及び前記第３処理であり、前記少なくとも二つのアイコンは、前記第１アイコン、前
記第２アイコン、及び前記第３アイコンであり、前記主アイコンを表示させる処理におい
て、前記主インジケーターによって示される程度は、前記第１インジケーターによって示
される程度、前記第２インジケーターによって示される程度、及び前記第３インジケータ
ーによって示される程度に基づいて決定された程度である、ことが望ましい。
【００１２】
　このようなプログラムによれば、乳幼児の健康状態の良さの程度は、乳幼児の体温と心
拍数のみならず、おむつ交換の頻度にも基づいて決定され、その結果が画面上で主インジ
ケーターによって示されるため、より信頼性の高い評価を得ることができる。
　また、利用者に対して、主インジケーターによって示される乳幼児の健康状態をより良
くすべく、乳幼児のおむつ交換に十分な注意を払わせるようにするための動機づけが発生
する。
【００１３】
　かかるプログラムであって、前記コンピューターの画面に、前記乳幼児の健康状態の良
さの程度を示す前記主インジケーターを備えた前記主アイコンとともに、前記乳幼児の気
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分状態の良さの程度を示すインジケーターを備えたアイコンと、前記乳幼児の安全状態の
良さの程度を示すインジケーターを備えたアイコンとを表示させる処理を前記コンピュー
ターに実行させる、ことが望ましい。
【００１４】
　このようなプログラムによれば、利用者は、乳幼児の健康状態の良さ、気分状態の良さ
、安全状態の良さを、一つの画面で視覚的に知ることができる。
【００１５】
　かかるプログラムであって、前記第３処理は、前記第３アイコンのタップ操作の回数を
、前記乳幼児のおむつ交換を行った回数として評価する処理である、ことが望ましい。
【００１６】
　このようなプログラムによれば、簡易な方法で乳幼児のおむつを交換した回数を計測す
ることができる。
【００１７】
　かかるプログラムであって、前記乳幼児のおむつ交換が所定時間行われなかったと判定
した場合に、前記第３処理に基づいて表示した前記第３インジケーターの値を変化させる
処理を、前記コンピューターに実行させる、ことが望ましい。
【００１８】
　このようなプログラムによれば、乳幼児のおむつが所定時間以上交換されていないこと
を知ることができるため、乳幼児のおむつによるかぶれを軽減することができる。
【００１９】
　かかるプログラムであって、前記乳幼児のおむつ交換が所定時間行われなかったと判定
した場合であって、前記センサーユニットから出力された信号を処理して、前記乳幼児が
泣いている状態であると判定した場合は、前記乳幼児の安全状態の良さを示すインジケー
ターを備えたアイコンを用いて警告表示させる処理を、前記コンピューターに実行させる
、ことが望ましい。
【００２０】
このようなプログラムによれば、乳幼児のおむつ交換が所定時間行われていないために乳
幼児が泣いていることを知ることができ、使用者は、おむつ交換を早急に行う必要がある
ことを知ることができる。
【００２１】
　かかるプログラムであって、前記コンピューターに、前記センサーユニットから出力さ
れた信号を処理して、前記乳幼児の笑っている状態の声を前記コンピューターに保存させ
る処理と、前記コンピューターの画面に前記主アイコンを表示させる前に、ログイン画面
を表示させる処理を実行させ、前記ログイン画面には、ログインのために必要な情報を入
力する入力部と、所定の図柄が表されたアイコンが表示され、前記ログイン画面の前記入
力部に前記情報が入力され、前記図柄が表されたアイコンがタップ操作されると、前記コ
ンピューターに、前記主アイコンを表示させて、前記乳幼児の笑っている状態の声を再生
させる処理を実行させる、ことが望ましい。
【００２２】
　このようなプログラムによれば、ログイン時に、乳幼児の笑っている声を聞くことがで
き、このプログラムを使用する楽しみを増やすことができる。
【００２３】
　かかるプログラムであって、前記図柄は、前記乳幼児が使用する吸収性物品に関連付け
られたキャラクターを表したものであり、前記コンピューターに、前記ログイン画面にお
いて、前記キャラクターを表したアイコン、前記入力部、及び前記乳幼児の写真を表示さ
せる処理を実行させる、ことが望ましい。
【００２４】
　このようなプログラムによれば、利用者が好む乳幼児の写真とキャラクターを同じ画面
に表示させることで、キャラクターにも親しみを感じてもらえるようにすることができる
。
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【００２５】
　かかるプログラムであって、前記コンピューターの画面のうち、前記主アイコンを表示
させる画面、又は前記第１アイコンと前記第２アイコンと前記第３アイコンのうちの少な
くとも二つのアイコンを表示させる画面の、少なくとも１つの画面に、前記乳幼児を写し
た写真を表示させる、ことが望ましい。
【００２６】
このようなプログラムによれば、利用者が好む写真を表示させることで、このプログラム
を使用する楽しみを増やすことができる。
【００２７】
　かかるプログラムであって、前記コンピューターの画面のうち、前記主アイコンを表示
させる画面、及び前記第１アイコンと前記第２アイコンと前記第３アイコンのうちの少な
くとも二つのアイコンを表示させる画面に、前記乳幼児を写した写真を表示させる、こと
が望ましい。
【００２８】
　このようなプログラムによれば、利用者が好む写真をより多く表示させることで、利用
者が親近感を持ち、このプログラムを使用する楽しみをより増やすことができる。
【００２９】
　かかるプログラムであって、前記第３処理によって評価された前記乳幼児のおむつ交換
の頻度と無関係に、前記乳幼児の気分状態の良さの程度を示すインジケーターの値を変化
させる処理を前記コンピューターに実行させる、ことが望ましい。
【００３０】
　このようなプログラムによれば、所定時間おむつ交換が行われないと、乳幼児の肌がか
ぶれてしまうという非常に重要な問題に鑑みて、おむつ交換の頻度を、気分状態を示す指
標ではなく、健康状態を示す指標とすることで、おむつ交換をより重要な健康のファクタ
ーとして示すことが可能となる。
【００３１】
　かかるプログラムであって、前記コンピューターの画面に、前記主アイコン、前記第１
アイコン、及び前記第２アイコンのいずれのアイコンも表示されていない場合であっても
、前記第１処理において前記乳幼児の体温が所定の範囲外と評価された場合、又は、前記
第２処理において前記乳幼児の心拍数が所定の範囲外と評価された場合には、前記コンピ
ューターの画面に警告表示を行う処理を、前記コンピューターに実行させる、ことが望ま
しい。
【００３２】
　このようなプログラムによれば、使用者は、乳幼児の緊急事態を早急に知ることができ
る。
【００３３】
　かかるプログラムであって、前記ログイン後に表示された画面のアイコンの数と、前記
主アイコンのタップ操作後に表示された画面のアイコンの数は同じであり、前記ログイン
後に表示された画面のアイコンの配置と、前記主アイコンのタップ操作後に表示されたと
きに画面のアイコンの配置は異なる、ことが望ましい。
【００３４】
　このようなプログラムによれば、利用者は、タップ操作の前後で同じ数のアイコンが表
示されることとなるため、視覚的にまとまりが良く感じ、さらに、主アイコンのタップ操
作前後でアイコンの配置が異なるため、画面が変わったことを認識しやすくなり、誤操作
を減らすことができる。
【００３５】
　＝＝＝実施形態＝＝＝
　＜育児支援システムの構成＞
　図１は、本実施形態にかかる育児支援システム１を説明する図である。育児支援システ
ム１は、センサー装置２と端末（コンピューター）３とを含んで構成される。センサー装
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置２と端末３との通信は、無線または有線によりリアルタイムで行うことができる。
　センサー装置２は、乳幼児の手または足に装着され、乳幼児から取得される各種情報を
端末３に出力するための装置である。本実施形態において、乳幼児とは、小学校に就学す
る前の子供をいい、例えば、６歳未満の児をいう。図１では、センサー装置２が乳幼児の
手に装着された例を示す。センサー装置２は、「乳幼児用センサー装置」の一例である。
【００３６】
　センサー装置２は、装着部材１０及びセンサーユニット２０を含んで構成されている。
センサーユニット２０は装着部材１０に対して着脱可能である。図２は、乳幼児用センサ
ー装置２の装着部材１０とセンサーユニット２０の概略斜視図である。
【００３７】
　本実施形態において、センサーユニット２０は、加速度センサー（図示せず）、マイク
（図示せず）、及び熱センサー（図示せず）を含んでいる。
【００３８】
　＜端末３＞
　端末３は、センサー装置２から出力された情報を受信し、各種の処理を行い、その結果
を表示部３ａに表示させる。端末３は、たとえばスマートフォンやタブレット端末である
。端末３は、ダウンロードしたプログラムを実行することで育児支援に関する各種の処理
（後述）を実行する。
　図３は、端末３の機能上の構成を示すブロック図である。本実施形態の端末３は、制御
部３１、記憶部３２、入力部３３、表示部３４、通信部３５、及びスピーカー３６を有し
ている。
【００３９】
　制御部３１は、各部間のデータの受け渡しを行うとともに、端末全体の制御を行うもの
であり、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）が所定のメモリに
格納されたプログラムを実行することによって実現される。また、制御部３１は、メイン
画面処理部３１１、ＨＡＰＰＩＮＥＳＳ画面処理部３１２、ＨＥＡＬＴＨ画面処理部３１
３、ＳＡＦＥＴＹ画面処理部３１４、及び再生部３１５を有している。ＨＡＰＰＩＮＥＳ
Ｓ画面処理部３１２は、第１１処理部３１２ａ、第１２処理部３１２ｂ、第１３処理部３
１２ｃを、ＨＥＡＬＴＨ画面処理部３１３は、第１処理部３１３ａ、第２処理部３１３ｂ
、第３処理部３１３ｃを、ＳＡＦＥＴＹ画面処理部３１４は、第２１処理部３１４ａ、第
２２処理部３１４ｂ、第２３処理部３１４ｃを有している。
【００４０】
　記憶部３２は、写真ＤＢ３２１、及び笑い声ＤＢ３２２を有している。
　写真ＤＢ３２１には、乳幼児の写真データが格納されている。
　笑い声ＤＢ３２２には、乳幼児の笑い声が保存された音声データが格納されている。
【００４１】
　入力部３３は、端末３を操作する使用者（以下、単に「使用者」という。）が入力する
ものであり、タッチパネルのタップ操作により実現される。
　表示部３４は、制御部３１からの指令に基づいて各種の情報を表示する画面である。
　通信部３５は、センサーユニット２０と通信を行い、信号を受信する受信部としての機
能を有している。
　スピーカー３６は、再生部３１５の処理により、笑い声ＤＢ３２２に格納された乳幼児
の笑い声を発するものである。
【００４２】
　（乳幼児の健康状態）
　図４は、乳幼児の健康状態を示す流れを表すフローチャート図である。図５は、ログイ
ン画面５００を説明する図である。まず、端末３のプログラムを起動させると、表示部３
ａに、写真部５０１、ＰＷ入力部５０２、及びログインアイコン５０３が示されたログイ
ン画面５００が表示される。写真部５０１には、写真ＤＢ３２１の中から使用者が選択し
た乳幼児の写真が表示される。ＰＷ入力部５０２は、ログインのために必要なパスワード
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等の情報を入力する。そして、使用者がログインアイコン５０３をタップすると、制御部
３１はログイン処理を行う（Ｓ１）。このとき、ログインアイコン５０３の図柄を、乳幼
児が使用するおむつ等の吸収性物品のイメージキャラクターを描いたものにすることで、
使用者が愛情を感じている乳幼児の写真とイメージキャラクターとが一緒に表示されるた
め、イメージキャラクターにも親しみを持ち、好意を感じやすくなる。
【００４３】
　ログイン処理がされると、再生部３１５は、笑い声ＤＢ３２２に格納された乳幼児の笑
い声をスピーカー３６で再生する（Ｓ２）。これにより、使用者は、ログインを行う度に
乳幼児の笑っている声を聞くことができるため、ログイン時の楽しみを増やすことができ
る。
【００４４】
　そして、メイン画面５１０が表示される（Ｓ３）。図６は、メイン画面５１０を説明す
る図である。メイン画面５１０には、画面中央にＨＡＰＰＩＮＥＳＳアイコン５１１、Ｈ
ＥＡＬＴＨアイコン（主アイコン）５１２、ＳＡＦＥＴＹアイコン５１３、画面左上に乳
幼児の写真を表示する写真部５１４、画面右上に乳幼児の体温を表示する体温表示部５１
５、画面下部に通信設定を行う通信設定部５１６、乳幼児の誕生日や体重等を設定する個
人情報設定部５１７、乳幼児の写真を選択する写真選択部５１８、ＳＮＳ等のコミュニケ
ーションツールへの接続設定を行うＳＮＳ設定部５１９のアイコンが表示される。メイン
画面５１０は、使用者がログイン後にすぐに見る画面であり、この一つの画面を見れば乳
幼児の状態の概略を視覚的に知ることができる。
【００４５】
　ＨＡＰＰＩＮＥＳＳアイコン５１１は、乳幼児の気分状態を示すアイコンであり、乳幼
児が「楽しい、幸せ」と感じている状態を表示するものである。ＨＥＡＬＴＨアイコン５
１２は、乳幼児の健康状態を示すアイコンであり、健やかさを表示するものである。ＳＡ
ＦＥＴＹアイコン５１３は、乳幼児の安全状態を示すアイコンであり、乳幼児に危険が迫
っている場合に注意を促すものである。このとき、各アイコンの形状は、角のない形状で
、特に円形が好ましい。視覚的に親しみや安心を与えるという効果があるためである。
【００４６】
　また、写真部５１４に愛情を感じている乳幼児の写真を表示することで、使用者に、セ
ンサー装置２を装着している乳幼児を認識させ、使用者に楽しい気持ちをより一層与える
ことができる。
【００４７】
　メイン画面５１０のＨＥＡＬＴＨアイコン５１２をタップすると、ＴＥＭＰＥＲＡＴＵ
ＲＥアイコン（第１アイコン）５３１、ＨＥＡＲＴＢＥＡＴアイコン（第２アイコン）５
３２、ＤＩＡＰＥＲ　ＣＨＡＮＧＥＳアイコン（第３アイコン）５３３、写真部５３４を
有する、ＨＥＡＬＴＨ画面５３０が表示される（Ｓ４）。図８は、ＨＥＡＬＴＨ画面５３
０を説明する図である。このとき、アイコンは、メイン画面５１０のアイコンの配置と同
じ配置で表示されており、形についても角を有さない円形が好ましい。使用者は、この配
置や形状によって、視覚的に画面のまとまりを感じさせることができ、また、円形のアイ
コンは親しみや安心を感じさせることができる。
【００４８】
　本実施形態においては、乳幼児のＨＥＡＬＴＨ（健康）を、ＴＥＭＰＥＲＡＴＵＲＥ（
体温）、ＨＥＡＲＴＢＥＡＴ（心拍数）、ＤＩＡＰＥＲ　ＣＨＡＮＧＥＳ（おむつ交換）
で表している。乳幼児の体温や心拍数は、直接的に健康状態を示す目安であり、乳幼児が
着用しているおむつの交換は、交換頻度が少ないと衛生的に問題があるだけでなく、肌が
かぶれて、肌荒れを引き起こす原因となる。したがって、乳幼児の健康には、体温、心拍
数だけでなく、おむつ交換も非常に重要で、注意を払う必要がある。
【００４９】
　また、メイン画面５１０と同様に、画面左上に乳幼児の写真を表示した写真部５３４表
示することで、愛情を感じている乳幼児の写真が一緒に表示され、使用者に親近感を与え
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ることができる。
【００５０】
　ＴＥＭＰＥＲＡＴＵＲＥアイコン５３１は、乳幼児の体温を表示するアイコンである。
第１処理部３１３ａは、センサーユニット２０の熱センサーで検知した信号を、通信部３
５が受信して、乳幼児の体温を判断する第１処理を行う（Ｓ５１）。このとき、第１処理
部３１３ａは、乳幼児の体温が平熱の範囲内か否かを判断する。乳幼児の体温は個人差が
あるため、予め乳幼児の平熱を設定しておき、的確に体温の判断を行うことが好ましい。
【００５１】
　続いて、ＨＥＡＬＴＨ画面処理部３１３は、第１処理で得た乳幼児の体温をＴＥＭＰＥ
ＲＡＴＵＲＥインジケーター（第１インジケーター）５３１ａで表示する（Ｓ６１）。Ｔ
ＥＭＰＥＲＡＴＵＲＥインジケーター５３１ａは、体温が平熱であれば時計回りに増加す
るものとし、ＴＥＭＰＥＲＡＴＵＲＥアイコン５３１の外周の一部分又は全部を示すもの
とする。直近２４時間ずっと平熱（例えば、３６．５℃＜体温＜３７．５℃）であれば、
ＴＥＭＰＥＲＡＴＵＲＥアイコン５３１の周りを一周囲むこと（１００％）となるように
設定する。一方、乳幼児の体温が平熱より高い又は低い場合には、ＴＥＭＰＥＲＡＴＵＲ
Ｅインジケーター５３１ａは、反時計回りに減少することとなる。使用者は、ＴＥＭＰＥ
ＲＡＴＵＲＥインジケーター５３１ａを見ることで、視覚的に乳幼児の体温の状態を知る
ことができる。
【００５２】
　ＨＥＡＲＴＢＥＡＴアイコン５３２は、乳幼児の心拍数を表示するアイコンである。第
２処理部３１３ｂは、センサーユニット２０の加速度センサーで検知した信号を、通信部
３５で受信して、乳幼児の心拍数を判断する第２処理を行う（Ｓ５２）。このとき、第２
処理部３１３ｂは、乳幼児の心拍数が平常値の範囲内か否かを判断する。乳幼児の心拍数
は、年齢差や個人差があるため、予め平常状態での心拍数を設定しておき、的確に心拍数
の判断を行うことが好ましい。
【００５３】
　続いて、ＨＥＡＬＴＨ画面処理部３１３は、第２処理で得た乳幼児の心拍数をＨＥＡＲ
ＴＢＥＡＴインジケーター（第２インジケーター）５３２ｂで表示する（Ｓ６２）。ＨＥ
ＡＲＴＢＥＡＴインジケーター５３２ｂは、ＨＥＡＲＴＢＥＡＴアイコン５３２の外周の
一部分又は全部を示し、心拍数が平常値であれば時計回りに増加するものとする。直近２
４時間ずっと平常の心拍数（例えば、１分間に１００＜心拍数＜１４０回）であれば、Ｈ
ＥＡＲＴＢＥＡＴアイコン５３２の周りを一周囲むこと（１００％）となるように設定す
る。一方、乳幼児の心拍数が平常値より多い場合又は少ない場合には、ＨＥＡＲＴＢＥＡ
Ｔインジケーター５３２ｂは、半時計回りに減少する。使用者は、ＨＥＡＲＴＢＥＡＴイ
ンジケーター５３２ｂを見ることで、視覚的に乳幼児の心拍数の状態を知ることができる
。なお、本実施形態においては、加速度センサーで心拍を計測することとしたが、心拍セ
ンサーを備えて心拍数を測定してもよい。
【００５４】
　また、第１処理において乳幼児の体温が所定の範囲（例えば、３５．０℃＜体温＜３８
．０℃）にない場合、又は、第２処理において乳幼児の心拍数が所定の範囲（例えば、７
０回＜心拍数＜１５０回））にない場合には、メイン画面５１０やＨＥＡＬＴＨ画面５３
０が表示されておらず、端末３のホーム画面（図示せず）やＨＡＰＰＩＮＥＳＳ画面５２
０等の別画面が表示されている場合であっても、緊急性を鑑みて、端末３の画面に警告表
示を行うこととする。これにより、使用者は乳幼児の異常を早急に知ることができる。
【００５５】
　ＤＩＡＰＥＲ　ＣＨＡＮＧＥＳアイコン５３３は、乳幼児が着用しているおむつの交換
頻度を表示するアイコンである。使用者は、１回おむつ交換を行うと、ＤＩＡＰＥＲ　Ｃ
ＨＡＮＧＥＳアイコン５３３を１回タップする。第３処理部３１３ｃは、このタップした
回数をおむつ交換の回数として計測する第３処理を行う（Ｓ５３）。使用者は、おむつ交
換を行ったことを簡易な操作で入力することができ、正確な交換回数の計測が可能となる
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。
【００５６】
　続いて、ＨＥＡＬＴＨ画面処理部３１３は、第３処理で得た乳幼児おむつを交換した回
数の多さをＤＩＡＰＥＲ　ＣＨＡＮＧＥＳインジケーター（第３インジケーター）５３３
ｃで表示する（Ｓ６３）。ＤＩＡＰＥＲ　ＣＨＡＮＧＥＳインジケーター５３３ｃは、お
むつ交換の回数が多いほど時計回りに増加するものとする。乳幼児のおむつ交換の頻度は
、個人差・年齢差があるため、予め乳幼児の２４時間におけるおむつの交換回数を設定し
ておくと、おむつ交換の頻度をより正確に表示することができる。例えば、通常２４時間
中に平均１０回おむつを交換する乳幼児であれば、ＤＩＡＰＥＲ　ＣＨＡＮＧＥＳアイコ
ン５３３を１回タップすると、ＤＩＡＰＥＲ　ＣＨＡＮＧＥＳインジケーター５３３ｃは
１０％増加する。
　一定時間乳幼児のおむつが交換されていない場合は、ＤＩＡＰＥＲ　ＣＨＡＮＧＥＳイ
ンジケーター５３３ｃの値を反時計回りに減少させる。例えば、通常３時間毎におむつ交
換を行う乳幼児の場合、４時間以上おむつ交換がなされていないときには、ＤＩＡＰＥＲ
　ＣＨＡＮＧＥＳインジケーター５３３ｃの値を減少させる。
【００５７】
　使用者は、ＤＩＡＰＥＲ　ＣＨＡＮＧＥＳインジケーター５３３ｃを見ることで、「お
むつの交換頻度が少ない」等を知るきっかけになり、長時間おむつが交換されないことで
生じる赤ちゃんの肌のかぶれや肌荒れを軽減させることができる。
【００５８】
　さらに、第３処理により乳幼児のおむつ交換が所定時間（例えば４時間以上）行われて
いないと判断がされ、かつ、センサーユニット２０のマイクで検知した信号により、乳幼
児が泣いていることを検知した場合には、乳幼児は、おむつ交換がされていないことによ
る不快感で泣いていると考えられる。このとき、ＳＡＦＥＴＹアイコン５１３の外周の一
部又は全部を示すＳＡＦＥＴＹインジケーター５１３ｃの値を時計回りに増加させて、使
用者に乳幼児への対処が必要であることを警告する。これを見た使用者は、乳幼児に対し
て早急に対応すべきことを知ることができる。このとき、ＳＡＦＥＴＹインジケーター５
１３ｃは、他の各インジケーター５２１ａ、５２２ｂ、５２３ｃとは異なる色で示すこと
が好ましい。例えば、各インジケーター５２１ａ、５２２ｂ、５２３ｃは緑色で、ＳＡＦ
ＥＴＹインジケーター５１３ｃは赤色とする。これにより、使用者は、色の違いで緊急性
を認識することができる。
【００５９】
　なお、このＤＩＡＰＥＲ　ＣＨＡＮＧＥＳインジケーター５３３ｃの値は、乳幼児の気
分状態の良さの程度を示すＨＡＰＰＩＮＥＳＳインジケーター５１１ａの値に作用しない
こととする。つまり、ＨＡＰＰＩＮＥＳＳインジケーター５１１ａの値は、おむつ交換と
は無関係に変化する。乳幼児はおむつを交換されると、さっぱりした気分になり、「気分
がよい」状態になるとも考えられる。しかし、所定時間以上おむつが交換されないと乳幼
児の肌がかぶれてしまう等の重要性を鑑みて、おむつ交換頻度は、気分状態を示す指標で
はなく、健康状態を示す指標として扱い、健康上の重要なファクターとして示すこととす
る。
【００６０】
　メイン画面処理部３１１は、ＨＥＡＬＴＨ画面５３０の各インジケーター５３１ａ、５
３２ｂ、５３３ｃが示す値から算出して、メイン画面５１０のＨＥＡＬＴＨアイコン５１
２の外周にＨＥＡＬＴＨインジケーター（主インジケーター）５１２ｂを表示する（Ｓ７
）。例えば、ＴＥＭＰＥＲＡＴＵＲＥインジケーター５３１ａがＴＥＭＰＥＲＡＴＵＲＥ
アイコン５３１の外周の５０％、ＨＥＡＲＴＢＥＡＴインジケーター５３２ｂがＨＥＡＲ
ＴＢＥＡＴアイコン５３２の外周の５０％、ＤＩＡＰＥＲ　ＣＨＡＮＧＥＳインジケータ
ー５３３ｃがＤＩＡＰＥＲ　ＣＨＡＮＧＥＳアイコン５３３の外周の２５％を示している
場合には、（５０％＋５０％＋２５％）×１／３≒約４２％となり、ＨＥＡＬＴＨインジ
ケーター５１２ｂは、ＨＥＡＬＴＨアイコン５１２の外周の約４２％の範囲を示す。
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【００６１】
　乳幼児の体温、心拍数、おむつ交換頻度の３つの指標を用いて乳幼児の健康状態を可視
的に表すことができるため、使用者は、メイン画面５１０を見ることで、乳幼児の健康状
態を知ることができる。また、ＨＥＡＬＴＨインジケーター５１２ｂは、３つの指標によ
る各インジケーター５２１ａ、５２２ｂ、５２３ｃが示す値に基づいて示された値である
ため、乳幼児の健康状態について信頼性の高い評価を得ることができる。
【００６２】
　（乳幼児の安全状態）
　メイン画面５１０のＳＡＦＥＴＹアイコン５１３をタップすると、ＡＮＯＭＡＬＩＥＳ
アイコン５４１、ＴＥＭＰＥＲＡＴＵＲＥアイコン５４２、ＰＯＳＩＴＩＯＮアイコン５
４３を有する、ＳＡＦＥＴＹ画面５４０が表示される。図９は、ＳＡＦＥＴＹ画面５４０
を説明する図である。これらアイコンも、メイン画面５１０のアイコンの配置と同じ配置
で表示され、形状も角を有さない円形が好ましい。
【００６３】
　ＡＮＯＭＡＬＩＥＳアイコン５４１は、乳幼児の異常を表示するアイコンである。第１
処理部３１４ａは、センサーユニット２０のマイク、加速度センサー、又は熱センサーで
検知した信号を、通信部３５で受信して、乳幼児の異常を判断する第２１処理を行う。
【００６４】
　続いて、ＳＡＦＥＴＹ画面処理部５４０は、第２１処理で得た乳幼児の異常をＡＮＯＭ
ＡＬＩＥＳインジケーター５４１ａで表示する。ＡＮＯＭＡＬＩＥＳインジケーター５４
１ａが示す値は、異常事態のときに増加し、事態が収束すると減少する。例えば、マイク
から乳幼児が泣き続けていることを検知した場合には、ＡＮＯＭＡＬＩＥＳインジケータ
ー５４１ａの値は増加し、泣き止むと反時計回りに減少する。使用者は、ＡＮＯＭＡＬＩ
ＥＳインジケーター５４１ａを見ることで、乳幼児の異常を早急に認識することができる
。
【００６５】
　ＴＥＭＰＥＲＡＴＵＲＥアイコン５４２は、乳幼児の体温を示すアイコンである。第２
処理部３１４ｂは、センサーユニット２０の熱センサーで検知した信号を、通信部３５が
受信して、乳幼児の体温が所定の範囲外であるか否かを判断する第２２処理を行う。
【００６６】
　続いて、ＳＡＦＥＴＹ画面処理部５４０は、第２２処理で得た乳幼児の体温をＴＥＭＰ
ＥＲＡＴＵＲＥインジケーター５４２ｂで表示する。このＴＥＭＰＥＲＡＴＵＲＥインジ
ケーター５４２ｂの値は、乳幼児の体温が所定の範囲（例えば、３５．０℃＜体温＜３８
．０℃）外であれば増加し、範囲内であれば減少する。使用者は、ＴＥＭＰＥＲＡＴＵＲ
Ｅインジケーター５４２ｂを見ることで、視覚的に乳幼児の体温の状態を知ることができ
る。
【００６７】
　ＰＯＳＩＴＩＯＮアイコン５４３は、乳幼児の姿勢や位置を示すアイコンである。第２
３処理部３１４ｃは、センサーユニット２０の加速度センサーで検知した信号を、通信部
３５が受信して、乳幼児の姿勢や位置の異常を判断する第２３処理を行う。
【００６８】
　続いて、ＳＡＦＥＴＹ画面処理部５４０は、第２３処理で得た乳幼児の姿勢や位置の異
常をＰＯＳＩＴＩＯＮインジケーター５４３ｃで表示する。ＰＯＳＩＴＩＯＮインジケー
ター５４３ｃは、異常があれば増加し、異常が解消すれば減少する。例えば、乳幼児がう
つ伏せ寝で呼吸がしづらい状況の場合に、加速度センサーで検知した信号により、乳幼児
が長時間動いていないと判断すると、ＰＯＳＩＴＩＯＮインジケーター５４３ｃの値を増
加させる。使用者は、ＰＯＳＩＴＩＯＮインジケーター５４３ｃの値を見て、乳幼児の姿
勢や位置に注意することで、乳幼児突然死症候群等の発生を軽減させることができる。な
お、本実施形態では、加速度センサーを用いたが、心拍センサーや熱センサーを用いても
よい。
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【００６９】
　メイン画面処理部３１１は、ＳＡＦＥＴＹ画面５４０で表示した各インジケーター５４
１ａ、５４２ｂ、５４３ｃが示す値のうちの最も大きな値を、メイン画面５１０のＳＡＦ
ＥＴＹアイコン５１３の外周にＳＡＦＥＴＹインジケーター５１３ｃとして表示する。各
インジケーター５４１ａ、５４２ｂ、５４３ｃの値は、いずれも生命に関わる重要な指標
を示しているためである。これにより、乳幼児の異常、体温、姿勢や位置を用いて乳幼児
の安全状態を可視的に表すことができ、使用者は、メイン画面５１０を見ることで、乳幼
児の安全状態を知ることができる。
【００７０】
　ＨＥＡＬＴＨインジケーター５１２ｂ及びＨＥＡＬＴＨ画面５３０の各インジケーター
５３１ａ、５３２ｂ、５３３ｃは、乳幼児が良い状態であるほどインジケーターの値が増
加するが、ＳＡＦＥＴＹインジケーター５１３ｃ及びＳＡＦＥＴＹ画面５４０の各インジ
ケーター５４１ａ、５４２ｂ、５４３ｃは、悪い状態であるほどインジケーターの値が増
加する。また、ＳＡＦＥＴＹインジケーター５１３ｃ及びＳＡＦＥＴＹ画面５４０の各イ
ンジケーター５４１ａ、５４２ｂ、５４３ｃは、ＨＥＡＬＴＨ画面等の各インジケーター
５１２ｂ、５３１ａ、５３２ｂ、５３３ｃ等とは、異なる色で表示することが好ましい。
これにより、使用者に対して強く注意を促すことができる。
【００７１】
　また、ＡＮＯＭＡＬＩＥＳインジケーター５４１ａ、ＴＥＭＰＥＲＡＴＵＲＥインジケ
ーター５４２ｂ、ＰＯＳＩＴＩＯＮインジケーター５１３ｃのいずれかが所定の値（例え
ば、５０％）を超えたときは、メイン画面５１０又はＳＡＦＥＴＹ画面５４０が端末３に
表示されていない場合であっても、端末３の表示部３ａに危険である旨の警告表示を行う
こととする。これにより、使用者に緊急の措置が必要であることを知らせることができる
。
【００７２】
　（乳幼児の気分状態）
　次に、図６及び７を参照しつつ、乳幼児の気分状態を示す概略を説明する。
　乳幼児に装着されたセンサーユニット２０と通信可能な端末３に、センサーユニット２
０から出力された信号を処理して、乳幼児の睡眠状態の多さを評価する第１１処理、セン
サーユニット２０から出力された信号を処理して、乳幼児の笑っている状態の多さを評価
する第１２処理、及びセンサーユニット２０から出力された信号を処理して、乳幼児の動
いている状態の多さを評価する第１３処理のうちの、少なくとも二つの処理と、端末３の
画面に、乳幼児の気分状態の良さの程度を示すＨＡＰＰＩＮＥＳＳインジケーター５１１
ａを備えたＨＡＰＰＩＮＥＳＳアイコン５１１を表示させる処理と、ＨＡＰＰＩＮＥＳＳ
アイコン５１１がタップ操作された場合に、少なくとも二つの処理に基づいて、端末３の
画面に、乳幼児の睡眠状態の多さの程度を示すＳＬＥＥＰインジケーター５２１ａを備え
たＳＬＥＥＰアイコン５２１、乳幼児の笑っている状態の多さの程度を示すＬＡＵＧＨＴ
ＥＲインジケーター５２２ｂを備えたＬＡＵＧＨＴＥＲアイコン５２２、及び乳幼児の動
いている状態の多さの程度を示すＡＣＴＩＶＩＴＹインジケーター５２３ｃを備えたＡＣ
ＴＩＶＩＴＹアイコン５２３のうちの、少なくとも二つの処理に対応する少なくとも二つ
のアイコンを表示させる処理と、を実行させるプログラムであって、ＨＡＰＰＩＮＥＳＳ
アイコン５１１を表示させる処理において、ＨＡＰＰＩＮＥＳＳインジケーター５１１ａ
によって示される程度は、少なくとも二つのアイコンに備えられた各インジケーター５２
１ａ、５２２ｂ、５２３ｃによって示される程度に基づいて決定された程度である。
【００７３】
　少なくとも二つの処理は、第１１処理、第１２処理、及び第１３処理であり、少なくと
も二つのアイコンは、ＳＬＥＥＰアイコン５２１、ＬＡＵＧＨＴＥＲアイコン５２２、及
びＡＣＴＩＶＩＴＹアイコン５２３であり、ＨＡＰＰＩＮＥＳＳアイコン５１１を表示さ
せる処理において、ＨＡＰＰＩＮＥＳＳインジケーター５１１ａによって示される程度は
、ＳＬＥＥＰインジケーター５２１ａによって示される程度、ＬＡＵＧＨＴＥＲインジケ



(15) JP 2016-123435 A 2016.7.11

10

20

30

40

50

ーター５２２ｂによって示される程度、及びＡＣＴＩＶＩＴＹインジケーター５２３ｃに
よって示される程度に基づいて決定された程度であることが好ましい。
【００７４】
　第１２処理と第１３処理が同時に実行されており、第１２処理によって評価された乳幼
児が笑っている状態の多さに応じて、第１３処理に基づいて表示したＡＣＴＩＶＩＴＹイ
ンジケーター５２３ｃの値を変化させることが好ましい。
【００７５】
　センサーユニット２０は、マイクを備えており、マイクから出力された信号が所定の条
件を満たした場合に、乳幼児の笑っている状態の声を再保存することとし、再保存後に、
ログイン画面５００の図柄のログインアイコン５０３がタップ操作された場合には、端末
３に、再保存した乳幼児の笑っている状態の声を再生させる処理を実行させることが好ま
しい。
【００７６】
　センサーユニット２０は、加速度センサー及びマイクを備えており、加速度センサーか
ら出力された信号を処理して、乳幼児の睡眠状態の多さを評価する第１１処理と、加速度
センサー及びマイクから出力された信号を処理して、乳幼児の笑っている状態の多さを評
価する第１２処理と、加速度センサーから出力された信号を処理して、乳幼児の動いてい
る状態の多さを評価する第１３処理を、端末３に実行させることが好ましい。
【００７７】
　第１１処理は、乳幼児の睡眠状態の多さを、所定時間内における、乳幼児の睡眠状態の
時間に基づいて評価する処理であり、第１２処理は、乳幼児の笑っている状態の多さを、
所定時間から乳幼児の睡眠状態の時間を除いた時間内における、乳幼児の笑っている時間
に基づいて評価する処理であることが好ましい。
【００７８】
＜センサー装置２＞
　図１及び２を参照しつつ、センサー装置２の概略構成を説明する。
　乳幼児から取得される情報を端末３に出力するためのセンサー装置２は、乳幼児の手ま
たは足に装着するための装着部材１０と、情報を取得する少なくとも一つのセンサーを含
むセンサーユニット２０とを有し、センサーユニット２０は装着部材１０に対して着脱可
能である。
【００７９】
　装着部材１０は、センサーユニット２０を収容するための収容部１１を有することが好
ましい。
　また、収容部１１は、センサーユニット２０を出入するための開口部１２を有し、開口
部１２は、収容部１１にセンサーユニット２０を入れた状態で開閉可能となっていること
が好ましい。
　装着部材１０は、係合可能な一対のベルト部材１４、１５を有し、ベルト部材１４、１
５は、乳幼児の手または足のサイズに応じて係合位置が変更可能となっていることが好ま
しい。
　また、装着部材１０は、水洗い可能で、布製であることが好ましい。
【００８０】
　装着部材１０の開口部１２の内側には面ファスナー１３ａ、１３ｂが設けられており、
開口部１２が面ファスナー１３ａ、１３ｂを用いて閉じられた際に、面ファスナー１３ａ
、１３ｂは外部に露出しないことが好ましい。
【００８１】
　センサーユニット２０は、外装ケース２１を含み、センサーは、乳幼児の声を収集する
マイクを含み、センサーユニット２０の装着部材１０に対する出入方向において、外装ケ
ース２１の、マイクが配置されている側に、穴２１ａが形成されていることが好ましい。
　センサーユニット２０は外部に対して所定の警告を行う警告部（図示せず）を含み、警
告部は、センサーからの出力が所定時間無い場合に端末３から送信される警告信号に基づ
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いて所定の警告を行うことが好ましい。
【００８２】
　＝＝＝その他の実施の形態＝＝＝
　以上、本発明の実施形態について説明したが、上記の実施形態は、本発明の理解を容易
にするためのものであり、本発明を限定して解釈するためのものではない。また、本発明
は、その趣旨を逸脱することなく、変更や改良され得るとともに、本発明にはその等価物
が含まれるのは言うまでもない。例えば、以下に示すような変形が可能である。
【００８３】
　上述の実施形態では、体温、心拍数、及びおむつ交換の頻度の３つの指標を用いて乳幼
児の健康状態を示すこととしたが、これに限られない。体温、心拍数、おむつ交換の頻度
のいずれか二つを用いて乳幼児の健康状態を示すこととしてもよい。これにより、信頼性
の高い評価を行うことができる。
【００８４】
　上述の実施形態では、図６及び図８に示すように、メイン画面５１０と、ＨＥＡＬＴＨ
画面５３０のアイコンが同じ配置で表示されている。これらのアイコンの配置は、この表
示方法に限られない。例えば、図１０は、その他の実施形態にかかるＨＥＡＬＴＨ画面５
３０を説明する図である。ＨＥＡＬＴＨ画面５３０は、図１０のようにメイン画面５１０
と異なる配置でもよい。これにより、画面が変わったことを使用者が認識しやすくなり、
誤操作を減らすことができる。
【００８５】
　また、センサーユニット２０と端末３との通信は、適宜用いることができる。無線パー
ソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）や無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）
のようなローカルネットワークで直接通信したり、インターネットのような無線広域ネッ
トワーク（ＷＷＡＮ）を用いて通信したりすることとしてもよい。センサーユニット２０
とサーバーとをネットワークを介して通信することとして、サーバーが各処理及びデータ
管理を行い、端末３を表示画面として用いることとしてもよい。このとき、サーバーと端
末３とを合わせてコンピューターとして扱うことができる。これにより、情報量が多くな
っても、迅速な処理を可能とする。
【００８６】
　また、上記の実施形態は、プログラムが前述した各種の処理をコンピューター又はマイ
クロプロセッサに実行させることにより実現可能である。この場合、全ての処理をプログ
ラムとして準備していてもよいし、一部の処理をハードウェアに処理させ残りの処理をプ
ログラムとして準備していてもよい。
　また、実行可能なプログラムが記憶された非一時的なコンピューター可読媒体（non-tr
ansitory computer readable medium with an executable program thereon）を用いて、
コンピューターにプログラムを供給することも可能である。なお、非一時的なコンピュー
ターの可読媒体の例は、磁気記録媒体（例えばフレキシブルディスク、磁気テープ、ハー
ドディスクドライブ）、ＣＤ－ＲＯＭ（Read Only Memory）等がある。
【符号の説明】
【００８７】
１　育児支援システム
２　乳児用センサー装置（センサー装置）
３　端末（コンピューター）
１０　装着部材
１１　収容部、１２　開口部
１３ａ、１３ｂ　面ファスナー
１４、１５　ベルト部材
２０　センサーユニット
２１　外装ケース、２１ａ　穴
３１　制御部
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３１１　メイン画面処理部
３１２　ＨＡＰＰＩＮＥＳＳ画面処理部
３１２ａ　第１１処理部、３１２ｂ　第１２処理部、３１２ｃ　第１３処理部
３１３　ＨＥＡＬＴＨ画面処理部
３１３ａ　第１処理部、３１３ｂ　第２処理部、３１３ｃ　第３処理部
３１４　ＳＡＦＥＴＹ画面処理部
３１４ａ　第２１処理部、３１４ｂ　第２２処理部、３１４ｃ　第２３処理部
３１５　再生部
３２　記憶部
３２１　写真ＤＢ、３２２　笑い声ＤＢ
３３　入力部
３４　表示部
３５　通信部
３６　スピーカー
５００　ログイン画面
５０１　写真部
５０２　ＰＷ入力部
５０３　ログインアイコン
５１０　メイン画面
５１１　ＨＡＰＰＩＮＥＳＳアイコン
５１１ａ　ＨＡＰＰＩＮＥＳＳインジケーター
５１２　ＨＥＡＬＴＨアイコン（主アイコン）
５１２ｂ　ＨＥＡＬＴＨインジケーター（主インジケーター）
５１３　ＳＡＦＥＴＹアイコン
５１３ｃ　ＳＡＦＥＴＹインジケーター
５１５　体温表示部
５２０　ＨＡＰＰＩＮＥＳＳ画面
５２１　ＳＬＥＥＰアイコン
５２１ａ　ＳＬＥＥＰインジケーター
５２２　ＬＡＵＧＨＴＥＲアイコン
５２２ｂ　ＬＡＵＧＨＴＥＲインジケーター
５２３　ＡＣＴＩＶＩＴＹアイコン
５２３ｃ　ＡＣＴＩＶＩＴＹインジケーター
５３０　ＨＥＡＬＴＨ画面
５３１　ＴＥＭＰＥＲＡＴＵＲＥアイコン（第１アイコン）
５３１ａ　ＴＥＭＰＥＲＡＴＵＲＥインジケーター（第１インジケーター）
５３２　ＨＥＡＲＴＢＥＡＴアイコン（第２アイコン）
５３２ｂ　ＨＥＡＲＴＢＥＡＴインジケーター（第２インジケーター）
５３３　ＤＩＡＰＥＲ　ＣＨＡＮＧＥＳアイコン（第３アイコン）
５３３ｃ　ＤＩＡＰＥＲ　ＣＨＡＮＧＥＳインジケーター（第３インジケーター）
５３４　写真部
５４０　ＳＡＦＥＴＹ画面
５４１　ＡＮＯＭＡＬＩＥＳアイコン
５４１ａ　ＡＮＯＭＡＬＩＥＳインジケーター
５４２　ＴＥＭＰＥＲＡＴＵＲＥアイコン
５４２ｂ　ＴＥＭＰＥＲＡＴＵＲＥインジケーター
５４３　ＰＯＳＩＴＩＯＮアイコン
５４３ｃ　ＰＯＳＩＴＩＯＮインジケーター
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